
第５学年 算数科 授業力向上案 
日 時：平成23年12月9日（金）14:35～15:20  

授業者：大沼 雅也 

場 所：５年１組教室  

１ 単元名            「面積の求め方を考えよう（四角形と三角形の面積）」 

２ 単元のねらい             平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積の求め方を理解し，公式をつくり出してそれらの面積を計算で求めることができるよう

３ 本時の指導（本時 ７／１３） 

目指す児童の姿（表現） 

         ・台形の面積の求め方を考え，説明することができる。 

 ・台形の面積の求め方を既習の図形の求積方法に帰着して考え，図や式を使って自分の考えをノートにかいたり，筋道を立てて説明した    

りすることができる。 

目指す具体的な児童の姿 

台形ABCDの面積の求め方を考えよう。  

１ 問題を把握する。        （２分） 
 ・「台形」の性質を確認する。 

５ 台形の面積の求め方をまとめる。 （５分） 
 ・できるだけ自分の言葉でまとめる。 

３ 自力解決をする。       （１５分） 
 ・自分の考えをノートにかく。 

 下記の例のように，どの図形に直したかをはっきりさ

せて，台形の面積の求め方を図や式を使ってノートにか

いたり，説明したりしている。 

 対角線を引いて二つの三角形に分けて考えました。そ

れぞれの三角形の面積を求めて，合わせると台形ABCDの

面積が求められます。 

 ９×４÷２＝１８ ３×４÷２＝６ 

 １８＋６＝２４           

 台形ABCDと合同なもう一つの台形をつなぎ合わせて平

行四辺形に直して考えました。大きな平行四辺形の面積

を求めて，最後にそれを半分にすると台形ABCDの面積が

求められます。 

 （９＋３）×４÷２＝２４      

 台形ABCDの上の方をひっくり返してつなぎ合わせる

と，横に長い平行四辺形ができます。平行四辺形に直し

たので，公式を使って面積を求めることができます。 

 （９＋３）×２＝２４        

学習活動の流れ １０１の授業技術 

【課題解決の段階でのＩＣＴの活用】 

・発表のときには，デジタル教科書のシミュレー 

 ション機能を活用させ，短時間で正確に図形を 

 操作させるようにする。 

 

・図を切ったり，移動したりしながら，電子黒板 

 上で操作させ，既習の図形への変形のイメージ 

 を共有できるようにする。 

【TCCCの学習活動で思考を深めるための指導】 

＜発表場面＞ 

・式だけを発表させ，その式からどのように求め 

 たのかを他の児童にも考えさせ，いろいろな考 

 えをみんなで検討する場面を設ける。 

 

・発表を聴きながら，分からないところは途中で 

 発表を止めて質問したり，補足したりしながら 

 聴かせるようにし，発表を「つなげる」という 

 意識を持たせる。 

本時のねらい 

２ 本時の課題を知る。       （３分） 
 ・既習の図形の面積の求め方を使うことを確認する。 

４ 考えを発表し合い，検討する。 （２０分） 
 ・いろいろな求め方を図や式を使って説明する。 
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【例】 


